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門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行

　『今までの心をあらためようと言う人が「どんなことをまずあらためたらよろしいでしょ
うか」とお尋ねしたところ「悪い事はすべてあらためなさい、それも心の中をはっき
りと表に出して、あらためるということでなければならない」と仰せになりました。』

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
～
十
月
二
日

広
島
・
山
口
方
面

広島平和記念公園にて

本願寺山口別院本堂にて



2

住
職　

本
持　

愚
山

　

呆
れ
て
物
が
言
え
な
い
と
は
こ
う
言
う
事
な
の
か
。
小
生
の
憂
い
は
増
す
ば
か

り
で
あ
る
。
死
に
向
か
い
準
備
す
る
な
ど
何
た
る
事
で
し
ょ
う
。
確
か
に
「
や
が

て
」が
来
る
為
に
あ
る
程
度
の
準
備
は
必
要
で
す
。
そ
こ
で
近
年
こ
の
問
題
が「
終

活
ブ
ー
ム
」
と
し
て
世
の
中
を
渡
り
歩
く
姿
に
物
申
し
、
問
題
解
決
の
参
考
に
な

れ
ば
の
思
い
を
伝
え
ま
す
。

　

本
来
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
誕
生
し
た
時
か
ら
全
て
死
と
は
隣
り
合
わ
せ
な
の
で

す
。
例
え
ば
生
物
が
年
齢
を
重
ね
れ
ば
「
老
い
」
と
呼
ば
れ
、植
物
は
「
枯
れ
る
」

と
言
わ
れ
、
鉄
は
「
錆
び
る
」。
そ
し
て
「
や
が
て
」
が
来
る
事
の
現
象
は
全
く

同
じ
な
の
で
す
。
し
か
も
、
そ
の
時
が
何
時
来
る
か
は
誰
も
知
る
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
て
時
間
を
止
め
る
事
が
で
き
な
い
と
知
る
人
間
界
に
誕
生
さ
せ
て
頂
く

私
達
が
「
今
」
を
生
き
る
為
に
日
々
を
送
ら
ず
、
何
処
へ
向
か
う
の
で
す
か
。
今

こ
そ
心
新
た
に
生
き
方
を
問
う
べ
き
な
の
で
す
。

　

そ
こ
で
提
案
致
し
ま
す
。
ま
ず
「
終
活
」
を
よ
し
ま
し
ょ
う
。
ご
高
齢
の
方
々

は
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
葬
儀
費
用
の
不
安
が
解
消
さ
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
方
が
何
と
多
い
こ
と
か
。
単
純
に
低
価
格
と
か
、
迷
惑
を
か
け
ま

い
と
終
活
に
励
み
ま
す
が
、
実
態
は
そ
の
逆
で
す
。
あ
え
て
申
し
上
げ
れ
ば
で
す

が
、
生
き
る
事
そ
の
も
の
は
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
死
ぬ
為

の
準
備
が
で
き
て
い
る
か
ら
と
勘
違
い
し
て
い
る
「
あ
な
た
」
誰
の
手
も
借
り
ず
、

こ
の
世
を
去
る
事
は
不
可
能
な
の
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
今
更
か
け
た
く
な
い
な

ど
と
思
わ
ず
ど
ん
ど
ん
か
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
感
謝
の
念
だ
け
は
持
ち
な
が
ら
楽

し
く
生
き
抜
き
ま
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
様
な
思
い
と
諸
費
が
掛
か
ら
な
い
現
実
を
可
能
に
す
る
の
が
皆
様
の
菩
提

寺
「
長
照
寺
」
な
の
で
す
。
世
の
中
の
風
潮
や
伝
承
さ
れ
て
き
た
悪
し
き
慣
例
か

ら
解
放
さ
れ
、
楽
し
く
生
き
る
事
の
み
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な

さ
ら
ず
問
題
解
決
に
は
何
事
も
ご
相
談
下
さ
い
。
お
寺
の
「
敷
居
」
は
低
く
、
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
皆
様
と
共
に
益
々
楽
し
い
お
寺
を
目

指
し
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。  　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

           

称
名

ス
ト
ッ
プ
‼
ザ
・
終
活

写真は長照寺本堂・内陣
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今
回
、
住
職
の
お
誘
い
を
受
け
、
旅
行
に
参
加
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

何
時
も
は
、
主
人
と
一
緒
の
参
加
で
す
が
、
今
回
初

め
て
一
人
で
の
参
加
と
な
り
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

早
朝
三
島
駅
に
つ
く
と
、
久
方
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
懐

か
し
い
顔
が
あ
り
私
の
不
安
も
一
気
に
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

新
幹
線
の
中
で
は
、
昔
話
に
花
が
咲
き
あ
っ
と
い
う

間
に
広
島
に
つ
き
ま
し
た
。
何
時
も
は
広
島
ま
で
、
長

い
長
い
時
間
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
広
島
は
主
人
の
故

郷
な
の
で
す
。（
広
島
に
来
る
の
は
嫁
と
し
て
こ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

　

お
好
み
焼
き
の
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
、
広
島
平
和
記

念
公
園
に
て
、
原
爆
ド
ー
ム
・
資
料
館
見
学
、
戦
後

七
十
年
の
節
目
に
こ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
島
に
向
か
い
厳
島
神
社
を
参
拝
、
潮
が

引
い
て
い
た
の
で
、
勝
又
さ
ん
と
二
人
で
多
少
濡
れ

な
が
ら
も
大
鳥
居
ま
で
行
く
こ
と
が
出
来
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。（
住
職
に
笑
わ
れ
ま
し
た
。）
ま
た
、
夕

食
後
宮
島
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
行
き
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
鳥
居
、
昼
間
と
は
又
違
い
と
て
も
幻

想
的
で
し
た
。
ま
さ
か
船
に
乗
り
大
鳥
居
の
下
を
往
復

出
来
る
と
は
思
い
も
よ
ら
ず
大
感
激
で
す
。
最
高
の
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
大
雨
の
中
、
錦
帯
橋
に
行
き
ズ
ボ
ン
を
ま

く
り
、
傘
を
差
し
、
滑
り
な
が
ら
も
皆
で
楽
し
み
な
が

ら
橋
を
渡
り
ま
し
た
。
バ
ス
を
走
ら
せ
『
本
願
寺
・
山

口
別
院
』
へ
の
参
拝
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

一
段
と
雨
が
強
ま
る
中
、
山
越
え
を
し
な
が
ら
萩
市

内
へ
と
向
か
い
、
松
下
村
塾
・
吉
田
松
陰
歴
史
館
・
萩

焼
工
房
・
萩
博
物
館

等
を
見
学
し
な
が
ら
ホ

テ
ル
へ
と
向
か
い
、
豪

華
な
夕
食
を
頂
き
楽
し

い
宴
会
が
始
ま
り
皆
様

の
、
の
ど
自
慢
に
は
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、
萩
城

下
町
を
散
策
、
木
戸
孝
允
旧
宅
等
を
拝
観
・
昔
な
が
ら

の
建
築
、
数
多
く
の
萩
焼
工
房
を
見
学
し
三
島
と
は
違

う
落
ち
着
い
た
風
情
が
あ
り
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
し

た
。
山
口
駅
に
つ
き
郷
土
料
理
・
瓦
そ
ば
を
頂
き
、
楽

し
か
っ
た
旅
行
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　

今
回
主
人
と
一
緒
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
事
が
残
念
で

す
が
、
皆
様
の
暖
か
い
心
配
り
と
共
に
楽
し
い
旅
行
が

出
来
た
事
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
三
日
間
心
配
り
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
、
住

職
始
め
、
長
照
寺
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
～
十
月
二
日

（
広
島
・
山
口
方
面
）

門
信
徒　

本
堂
博
子

宮島・大鳥居にて
原爆ドーム

宴会風景

雨の錦帯橋にて



4

活
動
報
告

平
成
二
十
七
年
度
下
期

門
信
徒
会
親
睦
研
修
旅
行　
　

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
～
十
月
二
日

･･･

広
島
・
山
口
方
面

　
　

戦
後
七
十
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
広
島
平
和
記
念
公
園
を
訪
ね
、
悲
惨
な

　

戦
争
を
再
び
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
平
和
へ
の
決
意
を
再
確
認
し
ま

　

し
た
。ま
た
、道
中
は
厳
島
神
社
参
拝
お
よ
び
前
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」

　

の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
萩
方
面
観
光
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
研
修
旅
行
で
し
た
。

※
写
真
は
表
紙
・
３
ペ
ー
ジ

第
四
十
二
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ　

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日

･･･
三
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

優　

勝　

近
藤　

勝
信
さ
ん

　

準
優
勝　

杉
山　

茂
さ
ん

　

第
３
位　

三
須　

達
男
さ
ん

恵
み
の
お
参
り
（
七
五
三
参
り
）                 ･･･

長
照
寺
本
堂

　
「
命
の
尊
さ
・
命
の
つ
な
が
り
」
を
伝
え
て
い
く
お
参
り
で
す
。

・
平
成
二
十
七
年
十
一
月
八
日

　
　
　

中
西
真
歩
子
（
ま
ほ
こ
）
ち
ゃ
ん

・
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　

大
橋
こ
あ
ち
ゃ
ん　
　

大
橋
真
凪
（
ま
な
）
ち
ゃ
ん

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ

報　

恩　

講　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日

･･･

一
五
〇
余
名 

　

ご
講
師　

毛
利 

祥
真 

師

     　

浄
土
真
宗
の
門
信
徒
と
し
て
最
も

     

大
切
な
ご
法
要
で
す
。
親
鸞
聖
人
の

     

ご
遺
徳
を
偲
び
、
生
き
る
「
力
」
を

     

い
た
だ
き
ま
す
。

境
内
清
掃
作
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
十
二
月
六
日

･･･

長
照
寺
境
内
（
一
〇
〇
余
名
）

　
　

新
し
い
年
を
迎
え
る

　
　

に
あ
た
り
、

      

感
謝
・
感
謝
。

初　

参　

式　
　

                        

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日

    
誕
生
の
喜
び
を
仏
様
に
報
告
し
、  

感
謝
す
る
お
参
り
で
す
。

・
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日   

・
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

   

藤
澤 
莉
央（
り
の
）ち
ゃ
ん     　

 

園
田
修
一
郎（
し
ゅ
う
い
ち
ろ
う
）く
ん    

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ
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除　

夜　

会　
　

                       

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

　

･･･

長
照
寺
本
堂
・
梵
鐘
（
百
十
余
名
）

　

百
八
ツ
ば
か
り
の
煩
悩
で
は

　

な
い
こ
と
を
知
り
、

　

こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ

　

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

修
正
会
・
新
年
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

平
成
二
十
八
年
一
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    ･･･

四
十
名

　

心
新
た
に
出
発
。
今
年
こ
そ
は
と

　

毎
年
思
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

ご
正
忌
報
恩
講　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
一
月
十
二
日
～
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

京
都
・
西
本
願
寺
（
本
山
）

　

深
々
と
冷
え
る
京
都

　

ご
本
山
（
西
本
願
寺
）

　

参
拝
。
身
が
引
き
締

　

ま
り
ま
し
た
。

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
研
修
会　

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
一
～
二
十
二
日

･･･

箱
根

　

先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、

　

若
い
者
と
も
共
生
き
の
強
化

　

団
体
で
す
。

春
季
彼
岸
会
法
要　
　
　
　
　
　

      

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

                                                                      ･･･

一
四
〇
余
名

　

ご
講
師

    

本
持
愚
山
住
職

つ
き
じ
一
泊（
わ
ん
ぱ
く
）子
ど
も
会
（
東
京
教
区
少
年
連
盟
主
催
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
～
二
十
九
日

                                                                      ･･･

築
地
本
願
寺

　

仏
様
の
お
は
な
し
・
班
対
抗

　

ゲ
ー
ム
大
会
・　

落
語
教
室

　

等
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

　

容
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

※
写
真
は
６
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

築地本願寺本堂にて

お勤めの風景
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つ
き
じ
一
泊（
わ
ん
ぱ
く
）子
ど
も
会
（
東
京
教
区
少
年
連
盟
主
催
）

落語教室

築地本願寺にて

ツキジンピック

今　  後　  の　  活　  動　  予　  定

※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は第 3 土曜日、午後 1 時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。（ ）

平成２８年

４月 ３日（日）	 祝入園・入学慶讃法要・
	 釈尊降誕・花まつり	

本　堂

４月 １８日（月）	 門信徒会親睦ゴルフコンペ	 愛鷹シックスハンドレッドクラブ

４月 ２４日（日）	 門信徒会親睦ボウリング大会	 ジョイランドボウルみしま

４月 ２８日（木）	 静岡東組組会・総代研修会	 長照寺全館

５月   ８日（日）	 門信徒会定期総会	 本　堂

７月 ２４日（日）	 境内清掃作業・親睦懇親会	 境　内

７月 ２７日～２９日	 お寺の林間学校
	 　（南ブロック門徒子弟研修会）	 相模原市

８月 １３日～１５日	 合同盆法要（全８回）	 本　堂

９月 ２２日（木・祝）	 秋季彼岸会法要	 本　堂

１０月 ５日～７日
	 伝灯奉告法要参拝

	 　（門信徒会親睦研修旅行）	 西本願寺（大阪・京都・奈良）方面

１０月 ９日（日）	 寺報（第３６号）発行	
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本願寺新報　平成 28 年 2 月 20 日号　掲載記事より
　

ネ
ッ
ト
業
者
や
大
手
小
売
業
者
の
イ
オ
ン
な
ど
が
葬
祭
事
業
に
参
入
し
、

特
に
お
坊
さ
ん
へ
の
お
布
施
額
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
が
注
が
れ
て

い
ま
す
。

　

業
者
側
の
一
貫
し
た
言
い
分
は
、「
葬
儀
費
用
や
お
布
施
の
透
明
化
」で
す
。

　

確
か
に
お
布
施
は
、
宗
教
者
と
葬
儀
の
施
主
と
の
個
人
間
の
事
柄
で
、
金

額
に
置
き
換
え
る
と
、
不
明
な
、
理
不
尽
な
こ
と
が
お
互
い
に
あ
る
こ
と
で

す
。

　

宗
教
者
側
か
ら
言
え
ば
、
お
布
施
と
は
必
ず
決
ま
っ
た
金
額
が
約
束
さ
れ

て
い
る
も
の
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
施
主
側
か
ら
言
え
ば
、
お
布

施
に
見
あ
う
だ
け
の
見
返
り
が
期
待
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

一
方
、
葬
儀
費
用
と
い
う
こ
と
は
、
業
者
と
の
関
わ
り
で
、
宗
教
者
は
傍

観
者
の
立
場
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
現
在
、
人
生
の
最
終
通
過
儀
礼
で
あ
る
葬
儀
で
、
経
費
の
問

題
や
、
僧
侶
の
資
質
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
も
そ
も
葬
儀
が
お
寺
の
本
堂
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
お
寺

自
体
が
会
館
を
持
ち
始
め
た
こ
と
に
目
を
つ
け
た
業
者
が
、
よ
り
サ
ー
ビ
ス

の
行
き
届
い
た
「
○
○
会
館
」「
○
○
ホ
ー
ル
」
を
建
て
、
地
域
の
囲
い
込

み
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。

　

お
布
施
に
対
し
て
不
透
明
感
を
持
た
れ
た
こ
と
は
、
僧
侶
と
門
信
徒
個
人

と
の
肌
を
接
し
た
交
流
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

お
寺
の
本
堂
は
希
な
例
外
を
除
い
て
、
門
信
徒
の
浄
財
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

し
か
も
、
そ
の
内
陣
の
様
子
は
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
は
、
お
浄
土
の
荘

厳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
ま
ま
で
、
他
に
付
け
足
す
も
の
は
何
も
い
ら
な
い
の
で
す
。
葬
儀

会
館
で
な
く
、
本
堂
で
葬
儀
を
行
え
ば
、
荘
厳
壇
（
祭
壇
）
は
不
必
要
な
の

で
す
。
つ
ま
り
会
館
使
用
の
大
半
の
経
費
が
削
減
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

門
信
徒
の
皆
さ
ん
が
建
て
ら
れ
た
本
堂
で
す
。何
の
遠
慮
も
い
り
ま
せ
ん
。

荘
厳
壇
が
な
く
て
も
、
お
浄
土
が
目
の
前
に
開
け
て
い
る
の
で
す
。

　

お
寺
の
本
堂
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
て
お
寺
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
、
住
職
の
生
活
実
体
も
つ

か
め
て
き
ま
す
。
お
の
ず
か
ら
お
布
施
の
基
準
も
、
自
ら
の
判
断
で
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
寺
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
多
く
の
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

京
都
・
常
楽
寺
住
職　

今
小
路　

覚
真

今
こ
そ
、
本
堂
で
葬
儀
を

長照寺本堂にての葬儀風景



8

☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成28年10月9日（日）発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斎藤・園田　

平成 27 年 11 月 8 日

中西　真歩子（まほこ）ちゃん

平成 27 年 12 月 20 日

藤澤　莉央（りの）ちゃん
平成 27 年 9 月 8 日生まれ

平成 28 年 3 月 20 日

園田　修一郎（しゅういちろう） くん
平成 27 年 11 月 20日生まれ

平成 27 年 11 月 21 日

大橋　こあ　ちゃん
大橋　真凪（まな）君

恵みのお参り（七五三参り）

初 　 参 　 式

長照寺門信徒の皆様が、各分野での功績が認められ、
昨年受賞されましたことをご報告させていただきます。

川真田 裕 ( かわまた ゆたか )さん
旭日双光章 (春の叙勲 )
平成 27 年 4 月 29 日

増島 工匠 ( ますじま たくみ )さん
県知事表彰 (災害防除 )
平成 27 年 10 月 24 日

おめでとうございます


